ソニ ー 株 式 会 社 は 、 五 十 嵐 卓也 氏 を W3C Advisory Board に 推薦 いた し ます 。 


五十嵐 氏 は 、 東 京 を 拠点 と する ソニ ー の R&D セン ター の 上 級 研究 員 で す 。 彼 の 
W3C で の 経歴 は 、2011 年 に Web に お ける メデ ィ ア 技術 に 取り 組む 

「Web and TV Interest Group」 へ 参加 に 始ま り 、 現 在 は 、 後 継 の 「Media and 
Entertainment Interest Group」 の 共同 議長 を 務め て いま す 。 過 去 10 年 間 、 ソ ニー の 
W3C Advisory Committee 代表 を 務め 、 ソ ニー グル ー プ の W3C 活動 を 強力 に 支援 し て 
きま し た 。W3C で の 活動 に 加え 、 ホ ー ム ネッ トワ ー ク 、IPTV、 放 送 な どの 分 野 で 、 
1394TA、UPnP、DLNA、 オ ー プ ン IPTV フォ ー ラ ム 、HbbTV、ATSC 3.0 な ど 、 多 く の 
標準 化 活動 に も 頁 献 し て いま す 。 ま た 、 業 界 主導 の フォ ー ラ ム の 設立 と 運営 に つい て 
ゃ 経験 と 専門 知識 を 持ち 合わ せ て いま す 。 

ソニ ー は 、 五 十 嵐 氏 が W3C の Advisory Board と な る こと を 支持 し 、W3C メン バー 
と Web コミ ュ ニ ティ を 支援 する た め に 必要 な 専門 知識 を 持っ て 貢献 で きる こと を 確信 
し て お り ま す 。 











五十嵐 氏 の 選挙 表明 は 以下 の 通り で す 。 
私 が 初め て Web と 出会っ た の は 1994 年 で し た 。 当 時 、 私 は ソニ ー で CD-ROM や 
MiniDisc を 使っ た マル チ メ デ ィ ア シス テム に 携わっ て いた 若き ソフ トウ ェ ア 技 術 者 で 
し た 。 私 た ち は ハ イペ パー リン ク と ハイ パー メデ ィ ア 技術 を 記録 メデ ィ ア に 適用 する 研 
究 し て お り ま し た 。 初 期 の NCSA モザ イク ブラ ウザ の 出現 が 、 人 々 が イン ター ネッ ト 
上 の 情報 を 探索 する こと を 可能 し た こと に 、 非 常に 管 いた こと を 覚え て いま す 。 私 は 
、1995 年 に HTML 2.0 準拠 の ブ プラ ウザ を 搭載 し た テレ ビ イ ンタ ーネット 端末 を 開発 す 
る 新しい R&D プロ ジェ クト を 開始 し 、 ソ ニー の 子会社 で ある イン ター ネッ ト サ ー ビ ス 
プロ バイ ダ の 開発 チー ム を 率い まし た 。 当 時 、 そ の 機器 を 市 場 に 問う 挑戦 は 上 手 く い 
きま せん で し た が 、 そ の 経験 か ら 、Web 自体 に つい て 多く の 事 を 学び まし た 。 それ 以 
来 、 私 は Web 技術 を 取り 入れ た IPTV と 放送 の 標準 に 取り 組ん で きま し た 。2 年 前 、 
私 は Web を より 信頼 で き 、 分 散 化す る た め に 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン 技術 に 関す る 研究 を 
始め まし た 。 私 は 本 当 に Web の 信者 で す 。 











私 を W3C Advisory Board に 選出 いた だ けた 場合 、AB/2020 の 優先 事項 に 従っ て 、 特 に 
以下 の 活動 の 支援 に 取り 組み た いと 考え て いま す 。 


。 W3C は Web を 主導 し 続け て いき ます : 「W3C Legal Entity」 へ の 移行 の 成功 は 、 
今後 の W3C に と っ て 極め て 重大 で す 。 「W3C Process 2020] の プロ セス 改善 


も また 、W3C 勧告 が 、 広 範囲 に わた る レビ ュー と 総意 に 基づく 決定 で 策定 され 、 
継続 的 に 更新 され て 行く た め に 重要 で す 。 他 の AB メン バー と 協力 し 、 将 来 の 成 
功 の た め に W3C に 助言 し 、 支 援 し た いと 思い ます 。 





。 W3C は 多様 な 参加 を 促進 し ます : 「One Web」 の 精神 の 下 、 国 / 地 域 だ け で な く 、 
様々 な 文化 ・ 産 業 ・ 環 境 の 人 々 が W3C 標準 の 開発 に 関与 で きる よう に な る べき で 
す 。 そ の た め 、 第 1 に 言葉 の 壁 を 乗り 越 を る た め の 「W3C Globalization」 の 議論 
を 加速 し た いと 思い ます 。 第 2 に メデ ィ ア エン ター テイ ン メ ント 、 出 版 、 金 融 、 

通信 な ど 、IT 業界 と は 異な る 技術 的 背景 と 標準 化 ス タイ ル を 持つ 多様 な 産業 分 野 

か ら 、 よ り 多 く の 参 加 を 奨励 し た いと 思い ます 。 第 3 に 私 は 、 持 続 可能 性 の た め 

、 若 い 世 代 を W3C に 巻き 込む 事 に も 取り 組み た いと 思い ます 。 








。 W3C は Web の 進化 を 探求 し ます : W3C の 使命 は 、World Wide Web を 最大 限 の 

可能 性 に 導く こと で す 。 「W3C Strategy」 と 「W3C Incubation」 の 活動 は 、Web 
進化 の 探求 を 促進 で きる と 信じ て いま す 。 私 は Web に 関す る 技術 的 な 知識 を 持っ 
て いる の で 、Web ソフ トウ ェ ア エン ジニ ア 、Web アプ リ 開 発 者 、Web テク ノロ 
ジ 研 究 者 の 視点 か ら 議 諭 に 積極 的 に 頁 献 し ます 。 








英語 は 私 の 母国 語 で は あり ませ ん 。 し か し 、20 年 間 、 世 界 中 の 友人 の お か げ で 、 国 際 
標準 化 活動 で 良い 経験 を し て きま し た 。 さ ら に 多く の W3C の 方 々 と コミ ュ ニ ケー ショ 
ン を 取り 、 ご 協力 で きる こと を 楽し み に し て いま す 。AB 選挙 の ご 支持 を いた だ けれ ば 
幸い で す 。 





